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特
徴
的
な
症
状

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
は

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
1
8
1
7

年
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
が「
振
戦
麻
痺
」と
い
う

論
文
に
記
載
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。

　
日
本
で
は
推
計
で
25
万
人
以
上

の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
半
世
紀
前
は

人
口
10
万
人
に
対
し
て
10
〜
15
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
人
口
10
万
人
に
対
し
て

2
0
0
人
〜
2
5
0
人
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
昔
は
一
般
的
に
は

馴
染
み
の
な
い
病
気
で
し
た
が
、今

や
脳
の
病
気
で
は
脳
血
管
障
害（
脳

卒
中
）認
知
症
等（
脳
高
次
脳
機
能

障
害
）に
次
い
で
3
番
目
に
多
い
疾

患
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
経

済
の
発
展
、
国
民
健
康
保
険
の
充

実
に
よ
り
健
康
に
関
わ
る
状
況
が

改
善
し
た
為
、
平
均
余
命
が
飛
躍

的
に
伸
び
日
本
は
世
界
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
結
果
と
し
て
高
齢
者
の

増
大
が
疾
患
の
増
大
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
で
は
数
百
人
に
1
人
の

割
合
で
発
症
し
て
お
り
、
最
近
で

は
一
般
の
方
々
に
も
聞
い
た
こ
と
の

あ
る
疾
患
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
原
因
は
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
の

多
い
病
気
で
す
が
、
中
脳
を
中
心

と
し
た
中
枢
神
経
で
、
主
に
ド
ー

パ
ミ
ン
と
い
う
物
質
で
情
報
の
や

り
取
り
を
し
て
い
る
ド
ー
パ
ミ
ン

神
経
細
胞
内
に
α‐

シ
ヌ
ク
レ
イ
ン

と
い
う
水
に
溶
け
て
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
異
常
た
ん
ぱ
く
質
が
蓄

積
し
て
丁
度
ご
み
屋
敷
の
よ
う
に

な
っ
て
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
細
胞
が

破
壊
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
過
程
は
年
齢

を
重
ね
る
度
に
進
行
し
て
き
ま
す

の
で
、
年
を
取
れ
ば
と
る
ほ
ど
進
ん

で
い
き
ま
す
。
現
在
で
は
こ
の
過
程

を
止
め
る
た
め
に
研
究
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
有
効

な
治
療
法
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状
は
昔

も
今
も
50
〜
60
代
で
症
状
が
出
始

め
ま
す
が
、
更
に
平
均
余
命
が
延

び
高
齢
人
口
が
増
大
し
て
き
た
為
、

70
代
〜
90
代
で
も
症
状
が
出
現
し

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
に
4
つ
の
症
状
が
代
表
的
で

す
が
目
立
つ
の
は
体
の
一
方（
片

側
）に
出
現
す
る「
ふ
る
え
」で
す
。

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い

不
随
意
運
動
の
代
表
的
な
も
の
で

す
が
、
静
か
に
手
足
を
動
か
し
て

い
な
い
時
に
震
え
て
し
ま
う「
静
止

時
振
戦
」で
す
。
同
時
に「
振
戦
」の

目
立
つ
半
身
に
筋
肉
が
軽
く
硬
直

し
て
ね
ば
り
気
が
増
し
た
よ
う
な

「
筋
固
縮
」が
現
れ
ま
す
。
更
に
動

作
を
始
め
よ
う
と
し
た
時
に
時
間

が
か
か
っ
た
り
、
ろ
う
人
形
が
動

い
て
い
る
よ
う
な
動
作
の
遅
さ
、

顔
の
表
情
筋
の
こ
わ
ば
り（
仮
面
様

顔
貎
）や
声
が
小
さ
く
な
っ
た
り
、

大
き
く
文
字
が
書
け
な
い（
小
字

症
）な
ど
を
総
じ
て
専
門
用
語
で
は

「
無
動
症
」や
、
転
倒
の
原
因
と
な

る
姿
勢
維
持
が
難
し
く
な
る「
姿
勢

反
射
障
害
」が
主
要
兆
候
と
い
わ
れ

ま
す
。

　
他
に
は
自
律
神
経
の
症
状
と
し

て
、
嗅
覚
が
鈍
く
な
る
事
や
頑
固

な
便
秘
、
立
ち
く
ら
み
の
起
立
性

低
血
圧
、
排
尿
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

か
な
い
排
尿
困
難
。
精
神
症
状
と

し
て
は
幻
覚
、
妄
想
、
記
憶
障
害
、

睡
眠
障
害
な
ど
が
出
現
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

何
も
し
て
い
な
い
時
や

寝
て
い
る
時
に
手
足
が
震
え
る

無
動
症

素
早
い
動
作
が
で
き
な
く
な
り

ゆ
っ
く
り
と
な
る

姿
勢
維
持
が
難
し
く
な
り

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
い

筋
固
縮

筋
肉
が
こ
わ
ば
り
、
身
体
が

ス
ム
ー
ズ
に
動
か
な
く
な
る

通常
脳の指令が伝わっている

ドーパミン ドーパミン
受容体

脳の指令がうまく伝わらない

パーキンソン病

ドーパミンが十分に
作られている

ドーパミンが十分に
作られず減少

❶
❷❸

大脳皮質
線条体

黒質

寄
稿

診
療
部
長
兼

脳
神
経
内
科
部
長 

内
海
裕
也 

医
師



3

診
断
お
よ
び
治
療

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
国
か
ら
難
病
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
疾
患
と
し
て

は
国
内
最
大
級
の
羅
患
数
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
昭
和
時
代
は
診
断
さ
れ
れ
ば

認
定
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
現

在
は
ヤ
ー
ル
分
類
と
い
う
重
症
度
分
類

が
あ
り
、
中
等
症
以
上
で
歩
行
に
補
助

介
入
が
必
要
で
か
つ
、
日
常
生
活
で
も

介
助
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
な
い

と
申
請
条
件
を
満
た
さ
な
く
厳
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
も
幾
つ
か
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症

候
群
と
い
わ
れ
る
疾
患
群
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
こ
れ
ら
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候

群
で
確
定
診
断
に
至
っ
た
も
の
以
外
は

申
請
受
理
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
難
病
申
請
が
可
能
か
否
か
に
つ
い
て

も
当
院
脳
神
経
内
科
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
診
断
に
は
決
定
的
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
病
気
の
経
過
と
今
あ
る
臨

床
症
状
が
大
変
重
要
で
す
。
神
経
細

胞
の
極
小
の
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
で
す
の
で
、
脳
の
C
T
、

M
R
I
で
は
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
C
T
、
M
R
I
で
分
か
る
他

の
病
気
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
為

に
検
査
は
実
施
し
ま
す
。
限
ら
れ
た

施
設
で
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
、
放
射

性
同
位
元
素（
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
）を
使
っ
た
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
や

そ
の
仲
間
で
あ
る
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
神
経
の
活
動
度
を
検
査
で
き
る

D
A
T
ス
キ
ャ
ン
、
M
I
B
G
心
筋

シ
ン
チ
で
診
断
の
精
度
を
高
め
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
治
療
は
根
本
的
に
は
ド
ー

パ
ミ
ン
細
胞
が
消
失
し
て
い
く
過

程
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
り
、
新

し
い
ド
ー
パ
ミ
ン
細
胞
を
京
都
大

学
の
I
P
S
細
胞
の
よ
う
に
再
生
し

て
脳
の
中
心
に
植
え
込
む
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
い
て
研
究
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
人
へ
の
応
用
は
治
験
段

階
の
途
上
で
す
。

　
治
療
は
現
時
点
で
は「
症
状
を
緩

和
す
る
」の
が
目
標
で
す
。

　
薬
物
療
法
と
非
薬
物
療
法
が
あ
り

ま
す
。
薬
物
療
法
で
は
脳
内
で
少
な

く
な
っ
た
ド
ー
パ
ミ
ン
を
補
充
す
る

目
的
に
そ
の
前
駆
物
質
の
L‐

ド
ー

パ
を
用
い
ま
す
。（
ド
ー
パ
ミ
ン
は

経
口
服
用
し
て
も
脳
内
に
入
っ
て
い

き
ま
せ
ん
）適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
と

量
を
調
整
す
れ
ば
か
な
り
以
前
の
状

態
に
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
在

で
も
王
道
の
薬
剤
で
す
。
他
に
も
脳

内
ド
ー
パ
ミ
ン
の
調
整
や
働
き
を
い

ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
改
善
し
て

い
く
薬
剤
が
L‐

ド
ー
パ
と
と
も
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
こ
れ

ら
の
薬
物
治
療
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
主
要
な
治
療
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
非
薬
物
療
法
と
し
て
脳
深
部
刺
激

法（D
eep Brain Stim

ulation:

D
BS

）（
上
限
年
齢
、L‐

ド
ー
パ
剤

の
効
果
が
十
分
に
あ
る
こ
と
な
ど
）

出
来
る
施
設
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
脳

の
深
い
と
こ
ろ（
大
脳
基
底
核
）に
電

極
を
植
え
込
ん
で
通
電
す
る
こ
と
に

よ
り
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
を
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
る
治
療
法
も
あ
り
ま

す
。

　
他
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
動
作
歩

行
な
ど
に
困
難
を
生
じ
る
疾
患
で
す

の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
中
等
症
な
ど

で
動
作
困
難
に
対
し
通
所
リ
ハ
ビ
リ

や
入
院
し
て
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を

定
期
的
に
行
い
ま
す
。

難
病
申
請

4

鼻が隠れている

　4 月 1 日より脳神経内科に着任致しました内海裕也と申し

ます。1978年東京医科大学を卒業し順天堂大学神経学教室

（神経内科）に 11年間勤務し、海外留学後、母校東京医科大

学病院神経内科を開設し、24年間在籍しておりました。その

後、国際医療福祉大学医学部附属塩谷病院（栃木県）を経て、

会田病院に勤務させていただく機会を得ました。パーキンソ

ン病、脳卒中を中心に脳・神経・筋疾患を担当させていただ

きます。地域の皆様の健康推進に貢献できるよう努めてまい

ります。脳神経に関わる御心配や質問などがありましたら、

気軽に御相談頂ければ幸いです。宜しくお願い致します。

 内 海 裕 也

　4 月 1 日より消化器内科にて勤務させていただいており

ます、和田卓也と申します。2017年より東京医科大学病院

消化器内科に所属しております。

　この度は縁があって会田病院で勤務させていただく機会

をいただきました。

　消化器内科では肝臓疾患をメインに診療しておりますが

内視鏡検査なども行っておりますので、胃腸など不安があ

ればご相談いただければ幸いです。

　どうぞ宜しくお願い致します。　　消化器内科 医師 和 田 卓 也
わだ たくや

医 師　　 紹 介

新任

5

うつみ ひろや診療部長兼
脳神経内科部長 医師

　4 月 1 日から外科で勤務させていただくことになりました

東條峰之と申します。静岡県出身で、東京育ち、2007年に

弘前大学を卒業し、宮城県塩釜市の病院で初期研修終了後、

2011年より自治医科大学消化器一般外科に所属し、外科治

療を中心に診療を行ってきました。

　福島県での勤務は初めてで、少しでも早く地域の皆様に馴

染み、覚えていただけるよう努めてまいります。

　なにかお気づきの点がございましたら気軽にご相談いただ

ければ幸いです。どうぞよろしくお願い申し上げます。 外科医長 医師 東 條 峰 之
とうじょう みねゆき
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６病棟運動会
５月24日に６病棟にてミニ運動会を
おこないました。玉入れやバトンリ
レーのゲームにたいへん盛り上がり、
患者様みなさんが楽しまれたようで
した。

防煙教室
6月10日に矢吹中学校 1 学年生徒
さんを対象に、会田理事長を講師
とした防煙教室を開催しました。
未来ある若者に喫煙の害を知っても
らいたく、毎年開催しています。
今年の 1 年生は元気が良く、活発
に質問や意見が交わされた防煙教
室でした。

5月11日に新人看護師のインジェクション（注射）
研修を行いました。初めてなので緊張していまし
たが、安全に採血や注射を提供できるよう 1 つ 1
つ確認しながら、不安を与えないように声かけを
頑張る姿が見られました。

看護部新人研修令和3年度救急医療研修会
（オンラインビデオ配信）

永年勤続表彰
矢吹町商工会より勤続22年目の2名が表彰されま
した。

表彰項目は【保険衛生功労者】
1987年（昭和62年）以来34年余り、会田
病院理事長同院長として、地域医療の充実
や住民の健康増進に努め、保健衛生向上に
寄与したとして5月18日、福島市の杉妻会
館において内堀県知事より表彰状を授与さ
れました。

会田征彦理事長兼院長
令和4年度の各種功労者
知事表彰を受賞

ホームページQR▶
［ホームページ］
http://aida-hp.or.jp/aboutus/donation/

ご寄附のお願い

3月29日に、福島県病院協会主催の救急医療研修
会が開催され、会田征彦理事長兼院長が座長を務
められました。

演題「オミクロン株の特性と感染対策」
講師　福島県立医科大学
　　　感染制御学講座 教授 金光敬二先生

当法人の活動に対しご理解とご賛同をいただき、
ご支援を賜りたく存じます。寄附金には、税法上の
優遇措置が適用されます。詳しくは、ホームページ
をご覧ください。

株式会社DNPテクノパック泉崎工場様



【座ったまま1分】腰痛ストレッチ

理学療法士

①椅子に座り片足を膝の上に
　乗せ４の字をつくる

②背中をまっすぐに伸ばした
　ままお辞儀する

③深呼吸しながら足を組み
　替えて左右10秒行う

※背中が丸くなるのはNG!!!

4の字お辞儀ストレッチ

①浅めの椅子に座り、
　背中を丸めて猫背をつくる

②胸を反らして鳩胸をつくり、
　ゆっくりと深呼吸しながら
　20秒繰り返す

※骨盤を起点にして行うこと
　を意識する。

猫背×鳩胸ストレッチ

悩んでいる方も多い腰痛ですが、85％は原因不明であると言われています。原因の１つとして

挙げられるのが「骨盤の歪み」です。腰痛ストレッチには血流を良くし、筋肉を柔らかくすること

で、骨盤や股関節の歪みを修正する効果があります。腰やお尻、太ももなど大きな筋肉を動か

すことで太い血管が刺激され、体内の血流が良くなり、疲労除去やリラックス効果が期待でき

ると言われています。

1日5分、身体喜ぶ贅沢タイム
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４月の行事食として桜御膳を提供しました。お花見ができない患者様にも、春を感じ
ていただけるよう、菜の花やわらび・筍など春らしい食材をたくさん使用した献立としま
した。菜の花とスクランブルエッグで、鮮やかに咲く黄色の菜の花を連想させるような
盛り付けにより、目で見て楽しんでいただけるような工夫をしました。
初めて提供するメニューばかりでしたが、患者様からは好評で「いつもと違うメニュー
で新鮮だ。」「春らしくてたまにはいいね。」などの感想をいただきました。

写真は1日あたり1800kcal 献立内容となっております。

４月の行事食として桜御膳を提供しました。お花見ができない患者様にも、春を感じ
ていただけるよう、菜の花やわらび・筍など春らしい食材をたくさん使用した献立としま
した。菜の花とスクランブルエッグで、鮮やかに咲く黄色の菜の花を連想させるような
盛り付けにより、目で見て楽しんでいただけるような工夫をしました。
初めて提供するメニューばかりでしたが、患者様からは好評で「いつもと違うメニュー
で新鮮だ。」「春らしくてたまにはいいね。」などの感想をいただきました。
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お 品 書 き

行事食紹介

お花見お花見

①

②

お辞儀

AIDA no HITO

スタッフ募集中
共に働くスタッフを募集しています。地域に根ざし、
愛され、心が通う病院づくりに積極的に取り組み、
地域社会に貢献したいと思っています。募集内容は
当院ホームページをご覧ください。
［お問い合わせ］人事・経理課
［電話］0248-42-2121
［メールアドレス］ ahp@aida-hp.or.jp
［ホームページ］
http://aida-hp.or.jp/recruit/

　
人
事
・
経
理
課
は
、
財
務
や
経
理
、

給
与
や
採
用
、
教
育
な
ど
を
担
当
し
て

い
る
女
性
４
人
の
部
署
で
、
外
来
棟
２

階
の
事
務
所
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
私
は
①
病
院
理
念
や
目
標
達
成

の
た
め
の
人
材
確
保
②
人
材
を
活
か
す

た
め
の
仕
組
み
や
環
境
の
整
備
な
ど
人

事
分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
人
事
の

仕
事
は
採
用
か
ら
評
価
、
育
成
、
環
境

構
築
な
ど
幅
広
く
、
難
し
い
と
感
じ
る

こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

と
同
時
に
、
直
接
医
療
に
携
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
緒
に
働
く
仲
間

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
や
り
が
い
も
感
じ

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
法

律
や
働
き
方
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き

て
お
り
、
日
々
情
報
収
集
す
る
こ
と
、

学
習
す
る
こ
と
、
柔
軟
に
考
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
人
事
担
当
に
な
っ
て
か
ら
、
沢
山
の

職
種
や
部
署
の
職
員
と
話
が
出
来
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
労
働
生
産
性
や
働
く
上

で
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
の
頼
れ
る
身

近
な
相
談
相
手
に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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よ
り
良
い

職
場
環
境
を
目
指
し
て

一
般
事
務
　芳
賀

　幸
代

人
事
・
経
理
課

　主
任
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①頬を膨らませます
②今度はゲッソリと頬を
　凹ませます

顎を引いて頷きますが、
頷けないように親指で
抑えて抵抗します

①頬の内側をぐりぐり押します
　（アメを舐めるフリ）
②舌を上顎にぐーっと押し付け
　ます

口から食べる事の大切さ

食
べ
物
を
口
の
中
で
噛
み
、飲
み
込

み
や
す
い
大
き
さ
に
変
え
て
口
か

ら
喉
、食
道
を
経
て
胃
に
送
り
込
む

一
連
の
流
れ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

4
回
に
わ
た
る
特
集
の
第
2
回
、

今
回
の
テ
ー
マ
は「
嚥
下
障
害
」に

つ
い
て
で
す
。嚥
下
障
害
や
食
べ

る
事
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。

嚥
下
障
害
が

　
起
こ
り
や
す
い
人

全
身
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
時
に

は
、
食
べ
る
力
も
衰
え
て
し
ま
い

ま
す
。食
べ
ら
れ
な
い
状
態
が
続

く
こ
と
で
、
さ
ら
に
体
が
弱
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

病
気
で
体
が
弱
っ
て
い
る

❶
脳
卒
中
の
経
験
が
あ
る

❷食
べ
物
を
飲
み
込
む
に
は
、脳
の
働

き
が
重
要
で
す
。脳
の
機
能
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
で
、運
動
麻
痺
な
ど
に

よ
り
、飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

75
歳
以
上

❸高
齢
に
な
る
こ
と
で
、加
齢
以
外
の

リ
ス
ク
も
抱
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

認
知
機
能
の
低
下

❹目
の
前
の
も
の
を
食
物
と
認
識
で

き
な
い
な
ど
、
認
知
機
能
の
低
下

が
食
べ
る
こ
と
を
難
し
く
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

嚥
下
と
は

噛
め
な
い
、飲
み
込
め
な
い
、む
せ

て
し
ま
う
な
ど
、
口
か
ら
う
ま
く

食
べ
ら
れ
な
い
状
態
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。 嚥

下
障
害
と
は

座ったままやる嚥下体操（8秒×8回）

いかがでしたでしょうか？皆様にとって「嚥下障害」について知る、良い機会になれば幸いです。当院では、現在
6 名の言語聴覚士が在籍しており、日々、嚥下障害の患者様の評価、訓練を行っております。

食べることは、生きていくために必要な行為です。色
鮮やかな食事を見たり、いい匂いの食事を前にする
ことで、「食べたい」という気持ちが生まれます。それ
が満たされたとき、大きな満足感を得ることがで
き、生きる喜びにつながります。

生きる喜びが持てる

彩よく温かな食事、おいしそうな匂い、噛んだときの
触感、味わいなど、食べるということは五感を刺激
し、脳を活性化させます。

脳が活性化する

五感が刺激されることで、胃や腸などの消化管は食
物が入ってくる前から受け入れ準備を始め、消化吸収
が促進されます。

消化管の活動が盛んになる

「おいしそう」と感じたり、噛み、味わうことで、唾液
の分泌が促されます。唾液には消化を助け、口の中
の汚れを洗い流したりするなど、様々な働きがあり
ます。

唾液の分泌が促される

顔の体操 顎持ち上げ体操 舌の体操

食生活の変化 気になる様子

食事のトラブル咳・痰・声の変化

□食事に長い時間がかかるようになった
□軟らかいものを好むようになるなど、　
　食事の好みが変わってきた
□食べることに疲れてしまい残してしまう

□体重が減少してきた
□水分を摂りたがらない
□発熱を繰り返したり、微熱が続いて
　いる

□飲食すると喉に違和感がある
□飲食すると胸が詰まったような感じがする
□食べこぼしが多い
□飲み込んだあとも、口の中に食物が残って
　しまう
□過去に、食物を喉に詰まらせたことがある

□よく咳や痰が出る
□痰に食べかすが混じっている
□食事中によくむせる
□会話中にむせることがある
□夜間、咳き込むことがある
□食事のあと、がらがら声になる

嚥下障害のサイン
1つでも当てはまる様子が見られる場合は注意が必要です

嚥下障害による影響

窒息
気道が食物などにより
ふさがれ、呼吸ができな
くなることをいいます。

誤嚥
唾液や食物、胃の逆流物が誤って気管に
入ってしまうことをいいます。これにより、
誤嚥性肺炎を引き起こすこともあります。

誤嚥性肺炎
誤嚥により肺の中で細菌が繁
殖し、炎症を起こすことで起
こる肺炎のことをいいます。

① ② ① ②
いつまでもおいしく、
安全に食べるための

口腔体操をご紹介します

特集
言語聴覚士

え
ん
げ

え
ん
げ

え
ん
げ

えんげ

えんげ

ごえん

えんげ

ごえんせいはいえん



〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町216番地
TEL 0248-42-3592  FAX 0248-42-2226

健診センター併設

併設

併設

併設

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町260番地
TEL 0248-42-2260  FAX 0248-42-2135

会田通所リハビリテーション

併設

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-42-5407（FAX兼）

会田病院指定居宅療養管理指導事業所

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-42-3755  FAX 0248-42-3781

すみれ介護相談センター

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-44-2566（FAX兼）

すみれ訪問看護ステーション

〒969―0213 福島県西白河郡矢吹町本町216番地

0248-42-2121
0248-42-2348FAX aida-hp.or.jpWEB

理事長    会　田　征　彦

●！  ご予約は送迎前日の午後4時30分までにお願いします。
●！  乗車時間はご指定いただけません。

外来診療担当について
外来診療担当は、当院のホームページにてご確認
いただくか、院内で配布している「外来診療担当

のご案内」をご覧ください。

［ホームページ］
http://aida-hp.or.jp/attending/

ご意見ご感想を募集中です
「あゆり」に関するご意見、ご感想を募集しておりま
す。特集してほしい内容や改善ポイントなど内容
は問いません。 宛先は下記の通りです。

［宛先］ 福島県西白河郡矢吹町本町216番地
　　　 公益財団法人会田病院 広報編集委員会
［メールアドレス］ ahp@aida-hp.or.jp

［発　行］
公益財団法人会田病院

［編　集］
広報編集委員会

［発行日］
2022年7月15日

会田病 院の理 念

かけがえのない、ひとり一人の命と

健康を守るために、最良の医療を提供し、

保健・医療・介護・福祉の充実をはかり、

地域社会に貢献します。

会田病院では、ご自宅と病院を無料でつなぐ送迎バスを運行
しています。 ご予約は下記までお気軽にお電話ください。

ご予約時間 月～金 13：00～16：30 ｜ 土 9：00～12：00

0248-42-2142ご予約はコチラ

無料送迎バスのご案内

アクセスと駐車場のご案内

第１駐車場 第２駐車場
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介護保険事務所

● アイランド薬局

至矢吹駅

幸楽苑


